




女性・子ども・若者の未来を応援する

保育所や認定こども園で、おむつの定額利用に取り組む
市町村を支援

宮崎から世界へ挑戦するグローバル人材の育成を目指す

県内初となる高等特別支援学校を設置。
知的障害の程度に応じた職業教育を充実することに
より、就職率の向上を図る

大きな負担となる不妊治療費に対して経済的支援を
行います。

●妊産婦検診のための通院に要する費用
　（タクシー代など）の一部を助成
市町村に対して補助（補助率1/2以内、上限額16,000円）
市町村が助成することで、1回の妊娠につき
32,000円を上限に助成
現在、通院支援を行っている市町村は５市町、
令和7年度までに21市町村を目標

補助率：初年度10/10、2年目2/3、3年目1/3以内
補助対象限度額：50万円（1団体あたり）

高等特別支援学校を県内に4校設置
県央地区は、みやざき中央支援学校の敷地内に新設
（令和9年開校予定）また現在の寄宿舎も整備。

県立高校に併設（空き教室を利用）は、
県北：延岡商業高校
県西：都城商業高校
県南：日南高校

県内高校生留学者数
令和5年：200人を
令和7年までに260人を目標

令和5年第3回目の応募期間：8月16日まで
事業期間：令和5年10月～令和6年2月

活動内容：

❶不妊治療患者に対しての特定不妊治療費を助成
　自己負担額分を助成（定額、上限9万円など）
　併せて先進医療を受けた人に対して助成
　（定額、上限10万円）

❷おむつ処分費負担軽減事業（補助率1/3以内）
　おむつを園で処分する際に要した経費を
　施設に対して支援

❷宮崎市が実施する特定不妊治療費
　（自己負担・先進医療）に対する補助(10/10)

❶病児保育の予約システムを導入する市町村に
　対する補助（補助率1/4以内、上限額200万円）
❷病児保育の利用料を助成する市町村に対する補助
　（市町村が1/2助成する
　ことで、利用者は
　1日2,000円（上限））

※現在、1,502件の助成をさらに増やします
　（令和7年度まで）

不妊治療費支援事業（１億5,300万円）

高校生海外留学支援事業（5,700万円）

妊産婦検診通院支援事業（4,700万円）

※病児保育は、
　病後児・体調不良児も含みます。

現在の民間団体箇所数（R４年４月時点）

病児保育利用促進事業（900万円）

つながりの場づくり緊急支援（950万円）

令和5年度宮崎県の事業
宮崎県令和５年度予算案(６月補正後)の概要から

子ども食堂
フードバンク
学習支援

67か所
35か所
41か所

❶高校生海外派遣
　海外留学実践体験研修（10日間）
　（欧米コース20人、アジアコース60人）
　高校生留学促進補助
　（県から1人につき10万円、100人に補助）
❷4年ぶりとなる
　ひなたグローバルキャンプの開催
　高校生対象を今回から
　中学生まで広げ約40人の参加
　英語でのワークショップや
　プレゼンを行う2日間（8/3・4）

高等特別支援学校整備事業（1億7,000万円）

衣食住などの生活支援子
どもに学習機会を提供
相談窓口の設置など

全国初 おむつの負担軽減モデル事業（3,200万円）

❶てぶらで登園おむつサブスク事業（補助率1/3以内）
　おむつの月額の定額利用料を支援
（例えば、月額3千円の場合、県が千円、市が千円、保護者が千円）

※❶❷とも10月頃からスタート、モデル事業として令和7年度まで

九州初
本県初

子ども食堂や学習支援などの子どもの居場所づくりな
どに関する事業に取り組む民間団体等に対し補助を行
います。

本県初

本県初



くらしを守る、地域を守る

❶夏得キャンペーン(7/24~9/30宿泊)

❶省エネ家電購入応援キャンペーン

❷蓄電池・ＥＶなどの導入支援

❷上記のキャンペーンが終了後の
　第2弾応援キャンペーン（10月～）（7億9,300万）

❶高齢者向け乗合バス利用支援（令和6年度まで）
❷免許返納者へのプレミアム付き
　タクシー回数券発行
　（令和6年度まで）

❸乗合バス・タクシー事業者による運転士確保の取組
　（令和7年度まで）

モバイルファーマシー（災害対策医薬品供給車両）を
整備することにより、大規模災害時における医療体制
の向上を図る。

モバイルファーマシーは、調剤棚や分包機等の調剤設備
に加え、発電機や給水タンクを搭載していることから、
被災地でも自立的に調剤作業などを行うことができる。

モバイルファーマシー整備
（県薬剤師会へ補助650万円（上限））

プレミアム付き商品券発行（10億1,770万円）

※宮崎市では電子版飲食券を10月～
※LPガス料金の支払いにも利用可
※電気・都市ガスはすでに国が
　電力会社に補助（9月まで）

市町村が行うプレミアム付き商品券の発行を補助

※どちらも予算の上限に達し次第終了

※予算の上限に達した時点で終了

県独自の旅行応援キャンペーン

省エネ設備導入支援キャンペーン
（1億5,000万）

理容・美容・クリーニング利用促進緊急支援（1億6,459万）

宮崎県の取り組む身近な事業をご紹介します。

全国から宮崎にGOGOみやざきサマーキャンペーン
割引率：旅行(宿泊)代金の最大20％
交通付き宿泊旅行商品4000円、それ以外3000円
地域共通クーポン：平日2000円、休日1000円

二次元決済(PayPayや楽天Payなど)のポイントで還元

県内宿泊等により飲食店やお土産店などで利用できる
デジタルクーポンのみ付与
平日：最大3千円、休日：最大2千円

実施期間：3か月（9月頃～）
還元率：最大30％（上限1回につき1,000ｐ、4,000ｐ/期間）

対象となる省エネ家電を購入したらギフトカード
をプレゼント！

定置式 蓄電池

申請:8月～
予算の上限に
達した時点で終了
※法人と個人では違いますので、
　上記の補助の概要や要件等の詳細は、
　県庁ホームページをご覧ください

※宮崎市の敬老バスカ（70歳以上の一乗車100円）は継続

※詳しくは、9月頃から県のホームページをご覧ください

ビニールハウス等の価格高騰対策緊急支援（4億5,155万）

地域交通再生・活性化事業（7,100万円）

価格が高騰している農業用資材の費用の一部を支援

既存の悠々パス（65歳～）

今までは教習費（約25万～28万）を事業者が負担していたのを
令和5年～国が1/2、県が10万円、残りは事業者
それにより、新規就業者への待遇改善へ
タクシー運転士の2種免許取得支援は九州初

運賃：100・300・500円と距離に応じた運賃
パス購入費：9000円/3か月など
令5年10月～のシニアパス（65歳～）
運賃：一律200円
パス購入費：無料

対象：ハウス被覆資材、マルチ・トンネル資材、
　　  サイレージ用ラップ
高騰前からの価格上昇分の農家負担の
1/2相当額を補助

5万円/kwh(上限額50万円)

定額(上限30万円）
移動式(EV)蓄電池 定額（国庫補助の1/3上限額30万円）

対象商品
5万円～10万円

購入対象期間：令和5年7月1日～9月30日
申請受付期間：令和5年7月12日～11月15日

1万円分のギフトカード
10万円～15万円 2万円分のギフトカード
15万円以上 3万円分のギフトカード

冷蔵庫、エアコン（省エネ☆３つ以上）

V2H(電気自動車で
蓄えた電力を家庭
用に活用する機器)

ひなたゼロカーボン
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